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６ 計画の推進体制及び基本方針・将来像 ５ 本市における公共交通を取り巻く重点課題 

公共
交通 

１ はじめに 

 

（１）策定の背景とその意義 

高齢化の進展により、公共交通の重要性がこれ

まで以上に高まってくるものと考えられること

から、将来にわたり持続可能な公共交通網の構

築を目指してこの計画を策定します。 

（２）計画の対象区域 

佐倉市全域とします。 

（３）計画の期間 

上位計画である第４次佐倉市総合計画及び後期

基本計画に即し、平成３１年度までを第１次計

画期間とします。 

（４）計画の位置付け 

『交通政策基本法』の基本理念にのっとり、地

域公共交通の活性化及び再生に関する法律第５

条の規定に基づき、策定するものです。 

また、『第４次佐倉市総合計画』に即し、『佐倉

市都市マスタープラン』と調和し、『佐倉市立地

適正化計画』など関連計画との整合を図りなが

ら進めていきます。 

７ 基本方針ごとの実施事業 

 

基本方針１ 

施策１ 交通空白地域等の解消 

施策 2 実施済みの交通空白地域地策の見直し・検討 

 

基本方針２ 

施策１ 各交通手段の連携及び維持・向上 

施策２ まちづくりと連携した路線新設の検討 

施策３ 新たな移動手段の活用の検討 

 

基本方針３ 

施策１ 情報不足の解消 

施策２ 公共交通利用への転換促進 

施策３ 鉄道駅を中心とした交通結節点の待合環境の整備 

施策４ 交通弱者の外出支援の検討 

最優先で取り組んでいく事項 

①交通空白地域の解消 

■志津北側エリア 

■畔田・下志津エリア 

■大篠塚・小篠塚エリア 

■飯重・羽鳥・寺崎エリア（次期計画） 

②実施済みの交通空白地域対策の見直し 

■南部地域デマンド交通の見直し 

■佐倉市循環バスの見直し 

■臼井地区北部の利便性向上 

 

 

２ 現状 

２－１ 公共交通を取り巻く状況（全国） 

鉄道の輸送人員は現状を維持してきましたが、 

自家用車の普及に伴い、バス・タクシーは利用 

者の減少が続いており、負のスパイラルに陥って 

います。 

２－２ 佐倉市の現状 

本市の人口は平成２８年３月末時点で 176,976 

人で、高齢化率はこの１０年で約 11％上昇し、 

28.5％になっています。 

２－３ 公共交通網の整備状況 

公共交通機関は、鉄道が２路線６駅、新交通シ 

ステムが１路線、バスは１７路線、このほかタ 

クシーが個別の需要に対応しています。 

このほか、行政主導の公共交通として、 

『佐倉市循環バス』と『南部地域デマンド交通』 

が運行されています。 

課題の整理 

将来人
口予測 

事業者
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４ 課題・ニーズの把握 

 

アンケート調査 

住民ヒアリング 
意見交換会 

立地適正化計画

基礎調査 

佐倉市人口推計 

３ 公共交通に求められる役割 

 日常生活に必要な 

移動手段 

観光振興 
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高齢者等の 
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佐倉市地域公共交通網形成計画（概要版） 平成 29 年 2 月 都市計画課 
第１次計画期間：平成２９年度～３１年度 

概 算 事 業 費 ：３８６百万円 

バス情報の見える化によって 

利用しやすい環境を創出します 

公共交通マップの作成 

バスロケーション 

システムの導入検討 

あと５分でバス

が到着します♪ 

停留所の位置や 

行き先をわかりやすく！ 

既存公共交通網への取組み  

鉄道駅などを中心に利用しやすい環境創出に努めます 

 

待合環境整備の検討 

駐輪場の維持・管理 

（サイクル＆ライド機能の維持） 

鉄道駅を中心とした取組み  

新たなコミュニティバスの運行と 

これまでの交通空白地域対策の見直し 

 

１ 新規コミュニティバスの導入 

  ①志津北側エリア 

  ②畔田・下志津エリア 

  ③大篠塚・小篠塚エリア 

  ④飯重・羽鳥・寺崎エリア（次期計画） 

 

２ これまでの交通空白地域対策の見直し 

  ⑤南部地域デマンド交通 

  ⑥佐倉市循環バス 

  ⑦臼井地区北部の利便性向上 

 

３ まちづくりと連携した路線新設の検討 

  ⑧京成佐倉駅～JR 佐倉駅間の周遊性向上 


